
市政に対する一般質問一覧表 

 

令和３年第１回定例会 

 

質問順位   １      議席番号   １４番      氏 名  春 日 洋 子  

 

質問方式 一問一答  質問時間 ２０分 

質 問 事 件 質  問  の  要  旨 

行政問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉問題 

１．ご遺族のための「おくやみコーナー」の開設と「おくやみハンドブ

ック」の作成について 

  「おくやみコーナー」は家族を亡くした遺族が、予約制で市役所で

行う手続きを一ヶ所でできるもので、必要な書類を事前に各課が準備

し、手続き時間を大幅に短縮できます。また遺族が行う各種手続きを

まとめた「おくやみハンドブック」を作成すべきと考えることから、

本市のご見解をお伺いします。 

 

２．ＬＩＮＥを使った新型コロナウイルスワクチン接種予約について 

  ＬＩＮＥは無料通信アプリを使った、新型コロナウイルスワクチン

接種の予約システムを全国の市区町村に提供すると発信したとの新聞

報道がありました。市民の皆さまと担当職員両方の負担を軽減できる

ことから、全国１００自治体が導入を決定、または検討しているとの

事です。導入に向けて本市のご見解をお伺いします。 

 

３．使用済み紙おむつのリサイクルについて 

  環境省では、高齢化に伴い消費量が年々増加している使用済み紙お

むつについて、殺菌等の衛生的処理をした上で、再生利用等を行うこ

とを検討するための参考となるよう、市区町村や関係者向けのガイド

ラインを策定しています。 

  今後、一般廃棄物に占める使用済み紙おむつの割合は高い比率とな

る可能性もあると言われていることから、本市のご見解をお伺いしま

す。 

  

１．「暗所視支援眼鏡」の購入費助成について 

「暗所視支援眼鏡」は網膜色素変性症の患者らが使用するもので、高

感度カメラで光を捉え、目の前のディスプレーに映し出す仕組みのもの

です。暗い場所でも明るく見えるため画期的な医療機器といえますが、

価格が約４０万円と高額であり、購入に踏み切れない人が多いことが課

題です。 

  そこで、本市においても「暗所視支援眼鏡」を日常生活用具給付金

事業の対象として助成すべきと考え、ご見解をお伺いします。 
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２．「断らない相談」窓口の設置について 

  「断らない相談」窓口とは、介護や貧困など複合的な問題を抱えて

苦しむ住民に一元的に対応するものです。本年４月よりこの事業を推

進する地域共生社会関連法が施行されるため新たな交付金が創設さ

れ、複数の部署にわたる「断らない相談」窓口への財政支援が一体的

にできるようになるとのことです。 

そこで本事業の推進について、本市のご見解をお伺いします。 
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質問順位   ２      議席番号    ８番      氏 名  佐々木 卓 也  

 

質問方式 一問一答  質問時間 １５分 

質 問 事 件 質  問  の  要  旨 

１．三沢市公共施設等

総合管理計画につ

いて 

 

 

 

 

 

２．コロナ禍における

就労支援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．水産振興への取り

組みについて 

 

 

 

 

 

 

４．三沢駅周辺の景観

魅力向上について 

今後急増する老朽化施設、将来人口の減少及び厳しい財政状況等を踏

まえつつ、持続可能なまちづくりを実現するため、平成２９年３月に策

定された三沢市公共施設等総合管理計画について、次の３点について伺

います。 

①進捗状況と今後の取り組みについて 

②施設の方向性が「廃止」となる評価基準について 

③総合体育館の令和３年度末廃止に伴う今後の弓道場の確保について 

 

 厚生労働省は新型コロナウイルス感染拡大に関連する解雇や雇止めに

ついて、２月１９日時点で見込みを含めて８万８，５７４人に上ったと

発表し、都道府県別では最多が東京都の２万６２３人で、本県は１，４

７２人、業種別では製造業１万９，０７１人、飲食業１万１，７７３人、

小売業１万１，６５５人、宿泊業１万７５３人などとなっているという

ことでありました。そこで、次の３点について伺います。 

①三沢市における業種別解雇・雇止めの状況について 

②解雇・雇止めとなった人たちへの就労支援について 

③新卒者への就労支援について 

  

 三沢漁港全体の令和２年４月から１１月までの漁獲量は、前年同期比

３５％増の１，６４３トン、漁獲金額は同２６％増の８億５，７１４万

円となっていますが、いずれも低水準のままで、サケは大不漁だった令

和元年から回復には至っておらず、ヒラメやカレイは漁獲量や価格が安

定しない状況が続いているという報道がありました。 

 そこで、「沿岸の水産資源の増殖と保全」及び「魚価の向上と漁業経営

の安定化」に向けた市の取り組みについて伺います。 

 

 三沢市商工会から議長に対する提言書で、古間木川の環境整備による

三沢駅周辺景観魅力向上の早期実現が提言されています。 

 古間木川の草刈りについては、昨年は青森県ふるさとの水辺サポータ

ー制度により実施されていましたが、実施時期等によっては、良好な景

観の形成に支障を来すおそれもあることから、実施時期・場所等の調整

など県との連携を密にしながらサポーター制度の有効的活用に取り組む

など、陸の玄関口である駅周辺の景観魅力向上に向けた市の対応につい

て伺います。 
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質問順位   ３      議席番号    ６番      氏 名  遠 藤 泰 子  

 

質問方式 一問一答  質問時間 １０分 

質 問 事 件 質  問  の  要  旨 

１．行政問題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．道路行政 

 

 

 

市民生活相談について 

 新型コロナウイルス感染症拡大が、市民生活に大きく影響を及ぼして

いる。収入の減少や行動の制限などにより、経済活動、医療、福祉、教

育、文化などにおいて、市民の暮らし方が変化し、不安が増大している

と考える。大変な時こそ、市民が相談する機会を確保・充実させ、市民

が抱えている問題の早期解決につなげることが行政の使命ではないかと

思う。当市においては、各部署において担当者が相談業務を行っている

ものと認識しているが、さらに一歩進め、市民目線の相談体制の構築を

図ることや、ＳＮＳやホームページ（市民相談Ｑ＆Ａの掲載など）を活

用すべきと考える。 

 市民からの相談業務を今後どのように進めていくのか伺います。  

 

除排雪対応について 

記録的な積雪により、除雪、排雪に対応された方々は大変であったも

のと思う。いままで以上に一生懸命に取り組んだものと認識している。

市民生活を守るため、さらなる業務の進化を続けてほしい。 

排雪のタイミングの問題、個人が排雪する場所の確保、除雪の効率化

など、取り組むべき課題も出てきたのではないかと思う。 

今年度の対応を踏まえ、今後の除排雪業務の改善策について伺います。 
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質問順位   ４      議席番号    ７番      氏 名  下 山 光 義   

 

質問方式 一問一答  質問時間  １０分 

質 問 事 件 質  問  の  要  旨 

消防問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育問題 

 消防団は地域防災の要であると同時に、コミュニティとしても重要な

役割を担っており、地域には必要不可欠な存在でありますが、近年全国

的に団員が減少しており大きな問題となっております。 

 そこで、本市における消防団対策についてお伺いいたします。 

（１）本市の消防団員の定員は３２０名となっておりますが、現状はど

の様になっているのか。 

（２）今後の消防団員の加入促進への取り組みは、どの様になっている

のか。 

 

１．文部科学省によるＧＩＧＡスクール構想で、本市でも小学校１年生

から中学校３年生までの生徒に一人一台のタブレットを配備する事が

決定しております。 

  そこで、現在の状況についてお伺いいたします。 

（１）タブレット配備に向けての進捗状況は、どの様になっているのか。 

（２）タブレット導入に際しての教員の研修は、どの様になっているの

か。 

 

２．平成２９年９月よりスタートした三沢版コミュニティスクールでは、

地域住民からの協力を得ながら、より良い教育環境の提供を目指し

日々活発な活動をされている事と思います。そこで、以下についてお

伺いいたします。 

（１）コロナ禍における三沢版コミュニティスクールは、どの様に行わ

れていたのか。 

（２）今後の三沢版コミュニティスクールへの取り組みは、どの様に検

討されているのか。 
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質問順位   ５      議席番号    ９番      氏 名  奥 本 菜保巳  

 

質問方式 一問一答  質問時間 ２０分 

質 問 事 件 質  問  の  要  旨 

基地問題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

除排雪対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ感染症支援対

策について 

 

 

１．コロナ禍のなかでの混乱をよそに、米軍と自衛隊の訓練強化が進め

られている。「敵基地攻撃能力」への転用を可能とする長射程巡行ミサ

イル「スタンド・オフ・ミサイル」を三沢基地所属のＦ３５Ａ戦闘機

に搭載する計画が持ち上がっているとの報道がある。当市の見解を伺

う。 

２．２０１９年１１月６日、Ｆ１６戦闘機が重さ２２６キロもある摸擬

弾を六ヶ所村の民有地に落下させるという、一歩間違えば大惨事とな

りかねない重大事故であったが、未だ摸擬弾は見つからず、米軍側は

摸擬弾回収を断念したとの報道があった。市長の見解を伺う。 

 

今冬の大雪により市民生活が脅かされる事態となった。除排雪に対す

る苦情が市民から殺到したと伺っている。農業用ハウスの倒壊など被害

も深刻である。検証と対策が求められる。以上のことから次の点につい

て伺う。 

１．今回の大雪は、災害とも受け取れる事態であり、三沢市地域防災計

画の第５章、第１節、雪害対策に該当する事態ではなかったかと思わ

れる。今回の事態を受けて、検証と今後の対策をどのようにするのか、

当市の見解を伺う。 

２．高齢者等の除排雪支援事業について、どのように取り組まれたかを

伺う。 

 

コロナ感染症発生から一年が経過したが、いまだ収束のめどはたって

いない。地域経済も停滞しているなかで、現在もなお特に深刻な影響を

うけている事業者、生活困窮者、子育て世帯に対する支援が求められて

いる。そこで、第二弾の支援金を支給する自治体も出始め、十和田市で

も取り組んでいる。三沢市としても市独自事業の第二弾、経済対策支援

助成金事業を実施すべきと思う。当市の見解を伺う。 
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質問順位   ６      議席番号    ３番      氏 名  舩 見 昌 功  

 

質問方式 一問一答  質問時間 １０分 

質 問 事 件 質  問  の  要  旨 

１．行政サービスにつ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．水道事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政府では、データ環境の整備や行政手続のオンライン化などを実現す

るための「デジタル・ガバメント実行計画」を令和２年１２月に改訂し、

また、デジタル庁の設置法案を含むデジタル改革関連６法案を閣議決定

するなど、Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０時代にふさわしい行政サービスを国民

一人一人が享受できるよう、デジタル活用を前提とした新たな社会基盤

の構築に動き出しているところであり、三沢市における行政サービスの

デジタル化が目指すものは、市民生活の利便性の向上であり、また、行

政事務のスリム化、効率化により別業務に人員を割くことによる行政の

質の向上と働き方改革ではないかと考えます。 

 そこで、次の２点についてお伺いします。 

①今年度設置された三沢市ＩＣＴ推進プロジェクトの進捗状況について

お伺いします。 

②行政手続のオンライン化について今後の見通しをお伺いします。 

 

三沢市の「安くて安全なおいしい水」は、生命を維持するための飲料

水、火災消火のための水や、災害時の避難所や医療現場の衛生を確保す

るための水など、生きるために不可欠な重要な資源、命に直結する大切

な公共インフラであり、その安定供給のために水道関連施設の安全性を

確保しなければなりません。 

三沢市はこれまで各拡張事業を続け、平成２５年度に新たな第一配水

場を供用開始し、平成２７年度から三沢南部地区に（仮称）南部配水場

を新設整備中ですが、耐用年数を超過している水道管路や耐震性の低い

管路の更新、耐震化を図っていくことも、重要課題の１つであります。 

また、平成３０年度に「三沢市水道事業経営戦略」「三沢市水道事業ビ

ジョン２０１８」を策定し将来にわたって「安全で良質な水道水を安定

して供給する」ために、現状における課題を抽出し、持続可能な水道事

業の実現に向けた将来像と中長期的な経営の方向性を掲げております。 

そこで、次の２点についてお伺いします。 

①水道本管の総延長、及び早急に改修が必要な老朽管延長についてお伺

いします。 

②耐震性の低い「石綿セメント管」や老朽化の著しい「鋳鉄管」の改修

の見通しについてお伺いします。 
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